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l．はじめに  

；最小自乗法に基いたファジィ予測痙論について述べる。・主な概念は平均と中とを別々に推定することである。この  

ためにファジィ事象に閲した自己相関関数と相互相関関数を用いる。この接近の利点は  

1）ファジィパラメーターは動的計画法によって推定することが出来る。  

2）集められたデーターとモデルに対する意思決定者の信頼性は重み因子で示される。  

3）不確定な出力はファジィ的に取扱ふことが出来る。  

ファジィ予測の利点の一つは可成り容易な方法でモデルの不確定さや正確さに関する情報を用意する能力にある。こ  

れはファジィ数の中心とファジィパラメーターの中というモデル値の使用によって達成される。すなわち、ファジィ予  

測はデーターの全体的平均に関しての誤差の全体的分散から構成される。重要な情報はモデル値と中との間の傾向を解  

析することによって得られる。   

種々のファジィ予測接近は参考文献に示されている。特に文献【6］は一般ファジィ重み最小自乗回帰法（FWLS  

P）という容易な方法でモデルの不正確さや正確さに関する情報を用意する能力を示した。   

論文の構成は次の通りである。第2節はFWLSPの基本的思想を示す。第3節はファジィ事象に関しての自己相  

関関数と相互相関関数を議論する。第4節は動的計画法による解法を提案する。最後に数値計算例を示した。   

2．ファジィ重み最小自乗法（FWLSP）   

表1に説明された非－ファジィ入一出力データを考えよう。そして次のファジィー般線形モデルが非－ファジィ入力デ  

ータと非－ファジィ出力データとの間の関係を示すとする。  
y＝ん＋A．∫l十…＋A刀ズ”＋…  

（1）  

ここにYは推定されたファジィ反応変数で40胡，1，‥・，n・．．訊まファジィパラメーターとする。  

4はL－R型のファジィ数として定義されるとする。更に4，j＝0，1，…，n，…は  

4三（α〆∴ギ）ぴ  

として示されるとする。ここにαノは4の中心か形式的値で、且つc‡とcデは夫々4の左右の中である。4の  

メンバーシップ関数は次の通り考えられる。  

表1 非ファジィデータ  

出力  入力   

y∫  ∫いズJ2，・・・，∫い…  
r エ（（αノーdノ）／ギ）  L αノーCノ≦dノ≦αノ，   

αノ≦彗≦ギーαノ，  尺（（dノーαノ）／ギ）  

叫′（り）＝1  
（2）  yf  ∫‖，∫i2，‥・，ズい・・・  

ツ〃  ズ伸J〃ヱ，…，∫仰…  

ここにLとRは夫々左と右の参照関数を示す。すべてのファジィパラメータ4に対するLとRは等価（同一の型をも  
つ）であり、ファジィパラメ⊥ター4，j＝0，1，…，n，… はA≡（α，Cエ，C月）川としてベクトル型で書かれる。ここに  

斤 α≡（α。，α1，…，αが…）丁，。L＝（。吉，C「．‥，Cニ，・・・）丁，C＝（諜，ギ，・・・，ピ，…）丁  
でTはtransposeを示す。   

更に X5≧0（i＝1，…，N，‥・，j＝1・・・・，n，・・・）とZaJehの拡張歴理の使用によって、（1）に示されたFGLM模型に  

対する推定ファジィ出力Yは次のように示せる。  

y≡（α。，互，亡君）川＋（α．，イ，イ）川Jl＋…＋（α【，Cニ，Cご）∽ち＋…  
コb ∝： 00  

≡（α。＋∑αjズノ，C言＋∑c÷Jノぷ・∑cデ1）川＝（α丁ズ，（C乙）丁ズ，（c尺）r∫）は，  
ノtl ノーl ノー1  

ここに ズ王（い1，・‥，∫〃，…）rである。  

（3）   

ー144－  

© 日本オペレーションズ・リサーチ学会. 無断複写・複製・転載を禁ず.



かくして、FGLM模型に対するYの中心はaTxで、左、右のヰは夫々（CL）Txと（CR）Txである。  

更に、（3）からYのメンバーシップ関数は  

y）／（c上）r∫）α丁★－（C⊥）丁∫≦γ≦αr★  

ズ）／（予古）qTェ≦）・≦（C斤）丁∫－α丁ズ   
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（4）  

として示される。   

かくして、（4）からFGLM模型のY一水準切断は  

y〃＝ト丁∫－rl（切付L）丁ズ，αr∫・が（印（八丁∫］  

として示される。ここにrl（印とR‾1（〝”ま夫々LとR．の逆像を記す。  
今、 ∫川≡rl（印（cツ∫，  ∫凡〝ご尺‾l（椚（㌔）丁ズ   

（5）  

（6）  

ここにsLJlと sR・Hとは、FGLM模型のYの左と右のH－水準中と呼ばれる。  

これらの値は次の方法によって推定される。之等が推定されると、Yの左と右の0一水準中は（6）によって、得られる。   

（6）から、推定されたファジィ出力Yの左と右の0一水準中はHの高水準が特定される時、大となることは明らかで  

ある。かくして、データーの意思決定者の低水準を反射する。   

更に、∫川 と∫柑 とは次のように一般線形モデル型で記述される。  

∫川＝rl（均音＋rl（〃）車1＋…＋rl（印Cヱ1予・‥  

AeoL〃＋CIL〟Jl＋…＋q⊥・〃∫〃＋…＝（C川）丁∫  

凡〃丁 
∫柑Aco柑 ＋Cl凡〟Jl＋…＋q柑∫刀＋…三（c）∫  

ここで c川＝（ち川，C．川，…，Cn川，…）丁ゴ（rl（均互，rl（勒・∴．．リr座）互，．．．）r  

C紺 ＝（c。柑・Cl凡〃 ，▲‥，C〝β・〝，…）丁＝（R‾1（均C言，rl（均C∴…，が（印cご，…）丁  

（7）  

（8）   

（9）   

（10）  

かくして、Cノ川 とCノ尺・”はファジィパラメーター 4（ノ＝0，1，‥・，′りの左と右のH－水準中である。   

FGLMモデルの推定ファジィ出力の様式と左右のH－水準中を推定するために次のファジィ重み最小自乗が導入さ  

れる。肋ん＝無意姜（ッイ勅〟   
町ヨま喪主かαr…卜薫L骨＝兜去蓋（（α㌧‘一書）－（c≠j）2′1   

帖＝沈ブ∫一掬一理 妄（（γ‘一拍ト（勒粋  ＝ま聖羞  

ここに  1＝（い‘l，ズか・・，ズ‘〝，・・・）丁，f三1，．‥，Ⅳ，．‥，よ〟，よ⊥，∫月   はγiに対するファジィ重みである0   

3．ファジィ相関関数  

4．動的計画法  

5．拡張された予測理論   
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